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緒　言

　近年，デバイスの進歩に伴い脳動脈瘤における
adjunctive techniqueを用いたコイル塞栓術の適応が広
がりつつある 2,6）．特にバルーン補助下でのコイル塞栓

術は，シングルルーメン構造を有する柔軟なバルーンカ
テーテルであるHyperGlideとHyperForm（eV3 Neuro­
vascular, Irvine, CA, USA）により，本邦でのadjunctive 
techniqueにおいて広く使用されるようになってい
る 4-6）．
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HyperForm balloon microcatheterは 
ワンタッチスライド開閉機能が付いた 

Yコネクターのホイール操作で拡張される
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HyperForm balloon microcatheter is inflated by turning the thumbwheel of the 
Y-connector with a one-touch slide-type valve
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●Abstract●
Objective: During balloon-assisted coil embolization of intracranial aneurysms with the HyperForm balloon 
microcatheter (HyperForm; eV3 Neurovascular, Irvine, CA, USA) we encountered an instance where the 
balloon was inflated unexpectedly when a guidewire was fixed by the thumbwheel of the Y-connector 
provided with the one-touch slide-type valve. We report this phenomenon with a description of procedural 
precautions.
Method: Between April 2011 and December 2012, balloon-assisted coil embolization with HyperForm was 
performed in 24 patients with intracranial aneurysms at our facility. The Y-connectors that were used 
to connect the HyperForm were provided with either a one-touch slide-type valve (13 patients) or a 
conventional throttle valve (11 patients). 
Result: The balloon inflated in all 13 patients when the guidewire was fixed by turning the thumbwheel 
of the Y-connector provided with the one-touch slide-type valve during the setup of HyperForm. In 
Y-connectors with the conventional throttle valve, balloon inflation was not observed after performing the 
same procedure. 
Conclusion: The Y-connector provided with the one-touch slide-type valve is beneficial for reducing blood 
loss from cases requiring the frequent insertion and removal of devices. However, if the Y-connector is 
used with a single-lumen balloon catheter, which is inflated after the tip opening is closed with a guidewire, 
turning the thumbwheel will increase the internal pressure of the catheter and consequently pose a risk of 
unexpected balloon inflation.
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　今回，我々はHyperFormを用いたバルーン補助下で
の脳動脈瘤コイル塞栓術において，ワンタッチスライド
開閉機能が付いたYコネクターのサムホイール部分で
ガイドワイヤーを固定する際にバルーンが拡張する現象
を確認したので，操作上の注意事項を含めて報告する．

対象と方法

　2011年 4月から 2012年 12月の間，当施設における
24例の脳動脈瘤に対して 4 mm× 7 mmのHyperForm
を併用したコイル塞栓術を施行した．HyperFormのセ
ットアップは添付文書に従って，ハブ部分にYコネク
ターを接続し，そのサイドポートに三方活栓を取り付け
た．HyperFormの内腔を 50%希釈の非イオン性造影剤
で灌流した後，X-Pedion-10ガイドワイヤー（eV3 
Neurovascular）をカテーテルに通して 1 mLのロック式
注射器によるバルーンの inflationおよびdeflationを確認
した（Fig. 1）．HyperForm に接続するYコネクターは，
13例にワンタッチスライド開閉機能が付いたグッドテ
ックYコネクターセットType OKAY Ⅱ（グッドマン，
愛知）を使用し，11例は従来の絞り型バルブのYコネ
クターを使用した（Fig. 2）．脳動脈瘤へアプローチす
る際，HyperFormやX-Pedion-10ガイドワイヤーの留
置が動脈の屈曲・蛇行によって安定しない場合は，ガイ
ドワイヤーが後退しないようにYコネクターのサムホ

イールを回してワイヤーを固定した．
　また各Yコネクターにおいて，サムホイールの操作
による注入量の変化を測定するため，マイクロカテーテ
ルの代わりに閉鎖した三方活栓とYコネクターを接続
し，そのサイドポートに 1 mL注射器を接続してサムホ
イールを完全に緩めた状態から完全に締める操作を行っ
た．

結　果

　HyperFormのセットアップ時にグッドテックYコネ
クターセットType OKAY Ⅱのサムホイールを回して
ワイヤーを固定すると，全例にバルーンの inflationを認
めた（Fig. 3）．サムホイールのワイヤー固定を解除す
るとバルーンはdeflationされ，再三の操作でもバルー
ンの inflationは繰り返し認めたが，Yコネクターのサイ
ドポートにある三方活栓を開放したサムホイールの操作
ではバルーンの inflationを認めなかった（Fig. 4）．また
従来の絞り型バルブによるYコネクターで同様の操作
を行ったが，バルーンの inflationは認めなかった．
　閉鎖した三方活栓に接続した従来のYコネクターの
サムホイールの操作では，サイドポートの注射器は変化
なかったのに対して，グッドテックYコネクターセッ
トType OKAY Ⅱでは約 0.05 mLの注入量が確認され
た．

Fig. 1　
Photograph showing the HyperForm (arrow) and Y-connector provided with a slide 
type non-return valve (arrow head). Balloon inflation is confirmed by injection of diluted 
contrast medium via the opened T-shape stopcock.
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考　察

　脳血管内治療において，カテーテルの手元のハブ部分
にはサイドアーム付きのYコネクターの使用が一般的
となっている．Yコネクターの利点として，サイドアー
ムから生理食塩水を持続灌流することで血液の逆流を防
止し，造影剤の注入も可能な点があげられる 3）．近年，
血管内治療におけるデバイスの進歩とともにYコネク
ターも工夫されてきている．本症例で使用したグッドテ
ックYコネクターセットType OKAY Ⅱは，ワンタッ
チスライド開閉式の逆流防止弁付きYコネクターであ
り，カテーテルやガイドワイヤーの潤滑な挿入が可能な

ため，デバイスの出し入れが多くなる症例では同部から
の出血を減らすことができる 1）．さらにサムホイール部
を回すことによって従来の絞り型のバルブによるデバイ
スの固定も可能である．
　HyperGlideやHyperFormのような先端開口部をガイ
ドワイヤーで閉鎖して造影剤等の注入圧によりバルーン
を拡張させるシングルルーメンのバルーンカテーテルで
は，バルーンの拡張サイズを維持させるため，造影剤が
漏れないようにデバイス内の閉鎖が重要となる．グッド
テックYコネクターセットType OKAY Ⅱは，スライ
ド式の逆流防止弁によって，従来の絞り型バルブのY
コネクターよりもデバイス内の閉鎖を得られるため，

Fig. 2　
Photograph showing the Y-connector provided with a slide type non-return valve (A) 
and conventional valve-type (B). The thumbwheel of the Y-connector is turned for 
fixation of the microguidewire (A, B: arrow head).
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Fig. 3　
Photograph showing the balloon inflation (arrow head) caused by turning the 
thumbwheel (arrow).

Fig. 4　
Photograph showing that the opened T-shape stopcock (arrow head) prevented balloon 
inflation caused by turning the thumbwheel (arrow).
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HyperGlideやHyperFormにも有用である．しかしなが
ら，グッドテックYコネクターセットType OKAY Ⅱ
におけるサムホイールでワイヤーを固定する操作は，ス
ライド式の逆流防止弁で常に閉鎖された状況でホイール
がカテーテル側へ移動するため，カテーテル内圧を僅か
に上昇させてバルーンの拡張を引き起こすと考えられ
る．実際，三方活栓で先端を閉鎖したグッドテックY
コネクターセットType OKAY Ⅱのサムホイールを完
全に緩めた状態から完全に締めると約 0.05 mLの注入量
が認められた．これは 4 mm× 7 mmのHyperFormに
おいて，拡張していない状態から 3.5-4.0 mm径のバル
ーンを拡張させることになる．また他のスライド開閉機
能のない従来のYコネクターやサイドポートを開放し
たグッドテックYコネクターセットType OKAY Ⅱで
同様の操作を行ったが，バルーンの拡張は認めなかった．
　HyperGlideやHyperFormとワンタッチスライド開閉
式の逆流防止弁付きYコネクターの組み合わせにおい
て，サムホイールの操作はバルーンの予期しない拡張を
来すために避けるべきと考えられる．また従来の使用法
とは異なるが，サムホイールの操作が必要な際にはY
コネクターのサイドポートの三方活栓は一時的に開放し
た方が好ましいと思われる．

結　語

　ワンタッチスライド開閉機能が付いたYコネクター
は，デバイスの出し入れが多くなる症例では同部からの

出血を減らすメリットがあるが，先端開口部をガイドワ
イヤーで閉鎖して拡張させるシングルルーメンのバルー
ンカテーテルに使用すると，サムホイールを回すことで
カテーテルの内圧を上昇させて予期しないバルーンの拡
張を来す危険性がある．

　本論文に関して，開示すべき利益相反状態は存在しない．
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要　旨

【目的】脳動脈瘤に対するHyperForm（eV3 Neurovascular, Irvine, CA, USA）を用いたバルーン支援によるコイ
ル塞栓術において，ワンタッチスライド開閉機能が付いたYコネクターのサムホイールでガイドワイヤーを固定
する際にバルーンが拡張する現象を確認したので，操作上の注意事項を含めて報告する．【方法】2011年 4月か
ら 2012年 12月の間，当施設で 24例の脳動脈瘤に対してHyperFormを用いたバルーン支援によるコイル塞栓術
を施行した．HyperForm に接続するYコネクターは，13例にワンタッチスライド開閉機能が付いたYコネクタ
ーを使用し，11例は従来の絞り型のバルブによるYコネクターを使用した．【結果】HyperFormのセットアップ
時にワンタッチスライド開閉機能が付いたYコネクターのサムホイールを回してワイヤーを固定すると，全例に
バルーンの拡張を認めた．従来の絞り型のバルブによるYコネクターで同様の操作を行ったが，バルーンの拡張
は認めなかった．【結論】ワンタッチスライド開閉機能が付いたYコネクターは，デバイスの出し入れが多くな
る症例では同部からの出血を減らすメリットがあるが，先端開口部をガイドワイヤーで閉鎖して拡張させるシン
グルルーメンのバルーンカテーテルに使用すると，サムホイールを回すことでカテーテルの内圧を上昇させて予
期しないバルーンの拡張を来す危険性がある．


